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1)試験区

1は じ め に

季́成り性品種を用いた高設ベンチ栽培では、販売単

価が高い年内に収量を向上させることが経常の大きなポ

イントである。しかし、夜冷短日処理した首を定植する

7～ 8月 はハウス内が高温となり、高設ベンチの培地内根

圏環境が不良となる。また、山形県庄内砂Ft地帯には豊

富な地域資源である「地下水」があり、年間約 15～ 18℃

に保たれている。そこで、培地内根圏環境を制御するた

め、地下水を活用した培地内冷却効果について検討した。

2試 験 方 法

(1)2002年度

l)試験区
冷却方法   夜冷処理開始日

冷却方法   夜冷処理開始日
地
票班理
水 x  T,』

21地 ド水の通水方法

定植翌日
`月
1711)か ら 9月 23日 まで地下水を連続

して通水。地温は 7月 1711か らサーミスタで測定。

〕試験方法

供試品種「紅ほつぺJ。 夜冷処理方法及び高設ベンチ、

培地及び培地量、最低夜温、日長処理、栽植密度は 2002

年度と同様。定植は花芽分化確認後に実施し、給液 EC

約 0 8ds/1n(窒 素濃度約 60ppmlで管理。試験規模は 1区

12株 2反復。

3 試験結果及び考察

(1)培地内地温

2003年度の調査では、地 ド水温が約 17℃の時は地下水

通水することで、培地内地温を約 20℃ に制御
でき、慣行

区より約 5℃地温を下げることができた (表 1)。

12)2002年度

地下水で冷却しない無処理は、最も早い 7月 15日
夜冷

処理区の出薔株率が 85%と 低く、7月 25日
.8月 5日 夜

冷処理区も96%であつた。しかし、地下水通水す
ること

により各夜冷処理区とも 100%の出薔株率となり、収穫

株率も同様に 100%であつた (表 場。

な量:霞彙:iFI片 T翼』ぶζぽSffr覆 奮抵ぉ 1

月22日 と日標よりも遅く、収量は各夜冷処
理区とも低か

った。これは、給液 ECが約 0 5ds/mと低いことが影響
し

たと考えられた (表 う。

13)2003年度

給液 ECを約 0 8ds/mで管理した。花数は
6月 20日・7

月 1日 夜冷処理区とも、地下水通水する
と花数が増加し

た (表 4)。 なお、芽なし株の発生は育苗中
の多かん水に

よる肥l‐l切れが原因と思われた。

収量は、地下水通水することで平均果重
が重くなり、

a当たり総収量や商品果収量が高くなった (表 D。

収穫果数は地下水通水の冷却処理で、9g以下
の割合が

地下水通水

無処理

7月 15日

7月 25日

8月 5日

υ地ド水の通水方法  ・・
・ 工    夜冷処理なし

ベンチの表面下約 10 Cllにプラスチック管を埋設し、定

植時から連続して地下水を通水。

31試験方法

供試品種は「章姫」。夜冷処理は 15℃設定
エアコンを

利用し、8:30～ 16:30ま で 998%遮光する資材で 8時間

日長処IFy。 高設ベンチはプラスチツク製
lY tt PSK 3000

で、培地は「やしがら (商品名 RI J、 培地量
31/株。

定植は顕微鏡下で花芽分化確認後に実施
。給液 EC約

0 5ds/mで 管理。最低夜温 10℃で加温し、10月
30H～

12月 27日 まで電照による 14時間日長処理。

栽植距離は、間日72mに高設ベンチ 5本設置 (うね幅

1440、 条間 015m、 株間 02m、 2条植え 1694株
/al。

試験規模は 1区 12株単区制。

② 2003年度
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低下した (表 0。 果実品質は、地下水通水することで屈

折計示度 lBrix%)が 低くなる傾向であったが原因は不明

である。

また、果実硬度や食味では、地 ド水通水の有無による

大きな差はなかった (表 η。

表1 培地内温度(2003年 )

地下水通
水区地温

無処理区
地温

外気温

地下水温

注 3/1～9/20までの半旬毎平均値

表2出奮株率と収穫株率 21X12年 1区 10株平均
夜冷処
理開始 冷却方法 定植日
日

葉]:奎  8/15  1::   1::
翼班窪  8/19   18:    1::
薫]:奎  3/23   18:   1::

夜冷処 地下水 9/14

隆
:錯

冷
製
方場肇軍
平
記4重

表5年 内収量(11月 30日 まで)     2003年 1区 10株 2区平埋

理
冒
始 冷却方法

場鮮界 魂樫肇
呼

a靡

竃異弄 理量言

地下水  9/9  9/30   164 134    102    806

無処理  9/8  10/2   140   105  87  734
地下水  9/16 10/15 172 136     93    730

97     92    750

注 :1)商 品果は6g以上、2)5g以下・奇形果・病果を除く

俵6刊囲聾熱相R個数割合)___   2003年 1区 10株 2区平均 :単位 %

1=16[109～ 6g 病果率
出薔株率 収積株率

(%)       (%)1)

形
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Ｄ
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下
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法
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冷
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夜
理

a当たり総
収量(kg)

a当たり商
品収量

(h」  1)

表7果実品質     2003年 1区 10株 平均

顆 脚赦Д鮒]瘍搾飢°

6/20
地下水   94  025

97     026      15

無処理 ___■2___■ 2Q__¨ _■0_
地下水   92  024   36

地下水  11/5  145   36

地下水  11/5  17フ 31         24

夜冷処 地下水  1/21
理なし 無処理  1/4

0         0

0          0

無処饗_¨ 11イ 19_……lQ■ _¨ _..29_____29__¨

2)藤原 果実硬度計KM l(針頭:円筒形、3mm径、10mm高 )で測定。

3)極良:4、 良:31やや不良:2、 不良 1として計算。

4 まとめ

高設ベンチ内に埋設した 2本のプラスチック管 (直径

22nul)に地下水を通水することで、培地内を適地温 (19

～23℃ )まで冷却することができる。また、夜冷短日処理

した苗を定植した高設ベンチ内に定植し、直後から地下

水通水すると年内のHI書株率を高められ、年内の全体平

均果重や a当たり総収量・商品果収量が向 上する。

一　

一

注■)6g以上を商品果として計算

表4花数 2003年 1区 10株 2区平均

夜冷処

理開始 冷却方法 定植日 花数
日

芽なし株 第2花房発
発生率① 生株率①

7/24   ::::    :♀
|:     ::::

7/16
302    200     150
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